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６月２４日（日） 

備品整備 

１２：４５～15：００ 

◆参加者：国広、川上、鎌田、静

間、林、平野家（5名）計１０名 

◆内容：梅雨晴れとなり「今日

は森での作業日和やなー！」と

の声も聞こえるなかで、予定通

り午後から備品整備を行いま

した。昼食をすませた後、ヘル

メットの洗浄、中厚鎌・ナタノ

コの研ぎ出し、背負い篭のヒモ

取替えを実施しました。ヘルメ

ットは、たわしで洗ったあと、

並べて乾燥させました。久し振

りに洗えたので、次の伐倒作業

では気持ちよく被れると思い

ます。中厚鎌はグラインダーで

研いだ後、更に砥石で研ぐとい

うやり方をしてみました。７月

８日はカブ森の草刈りで使う

予定です。ナタノコはたくさん

の刃を一つ一つ、根気よく丁寧

に研磨しました。どの用具も次

に実際の作業で使うのが楽し

みです。 

★参加者振り返り 

【ふりかえりより】 

・午後の道具の手入れでノコの

刃を研ぎました。切れ味を早く

試したいです。(鎌田)  

７月１６日（月）        

カブトムシの森作業 

特別活動 草刈り 

９：３０～１５：３０ 

 

◆参加者：松雪、橋本、鎌田、

長澤、諸藤、新牛込(誠)、新牛

込(清)、新牛込(雅) 計8名 

◆内容：特別活動の作業は、カ

ブトムシの森全地区の遊歩道

沿い、A地区のカブトムシ観察

小屋周辺、湿地ゾーン、東側の

沢に面した斜面などの草刈り

がメインです。その他に22日

に予定されている、B地区での

水辺整備の方針を決めるため

の現地確認と意見交換、昆虫調

査用のトラップ設置など、多彩

なメニューとなっています。

10時過ぎからカブ森での草刈

り作業に着手しました。ただ、

今日は大鎌(造林鎌)を使うこ

ともあって、クヌギやエノキ、

ヤマザクラ、アカメガシワなど、

里山整備や昆虫のために残し

ておきたい木を間違って刈ら

ないようにするため、皆さんと

意見交換をしながら、最初に

45分弱をかけて全域でのマー

キング付けを前回に引き続き

行いました。草刈り作業自体は

11時頃から始めましたが、何

分にも暑くてたまらないので

休憩・給水に気を付け、決して

無理をしない範囲で草を刈っ

ていきました。今回からは、大

鎌を使っての草刈りも行いま

したが、その効果は絶大で、ジ

ャングル状になっている箇所

でもばっさばっさと刈ってい

くことができました。特に、前

かがみにならなくて済み、また

手鎌では刈れない小灌木も伐

ることができるため、比較的楽

な草刈り作業ができました。午

前中の草刈りを12時には終え

13時まで休憩としましたが、

昼休みの残り20分間は、新牛

込一家も合流してB地区水辺

整備に関する現地確認と意見

交換を行いました。基本は子供

達がいかに楽しく安全に遊べ

るかということですが、あまり

人工的なものとはせず、子供た

ち自身の創意・工夫が活かせる

ような水辺にしようというの

が皆さんの意見だったように

思います。水辺整備の意見交換

の後は、再び午前中の続きの草

刈りです。午後になると厚さは

一層ひどくなり、皆さんの疲れ

も徐々に溜まっていっている

のがわかります。それでも、1

時間半ほどで遊歩道沿いはす

べてきれいになり、またヤブの

巣窟となっていた箇所もほぼ

きれいにすることができまし

た。B地区など一部下草が目立

つ場所がありますが、我々の天

敵であるイタドリはほぼ全て

刈ることができ、全体としては

公園らしいすっきりした景観

にすることができました。A地

区のヒオウギスイセンがオレ

ンジ色の花を付けていました。

なお、昆虫調査用のトラップ設

置班(新牛込一家)は、草刈りの

途中から作業に取り掛かり、草

刈り終了とほぼ同時に設置が

終了しました。途中、昆虫誘因

用の焼酎を少しこぼしたため、

足りるかどうかヒヤヒヤしな

がらの作業となったようです

が、予定通りすべて設置するこ

とができたようです。今回の草
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刈り作業は、8日の定例活動が

豪雨のため中止になり、また入

園者が急増する夏休み前にも

かかわらず、下草や小灌木が繁

茂する状態になっていたため、

カブトムシの森の管理をある

意味で任されている森会の手

で何とかしたいと、特別活動と

いう形で急遽計画しました。

「こんな暑いさなかに草刈り

ですか」というような中にもか

かわらず、8名の会員が集まり、

無事に予定通りの草刈りを終

えることができました。参加者

の皆さん本当にありがとうご

ざいました。今回のような夏休

み前の草刈りや、2月の活動説

明会の下準備として行う11月

の榾木用クヌギの除伐など、森

会としてその時期に必須と思

われる活動に関してだけは、悪

天候等の場合を考慮してあら

かじめ予備日を設けておき、早

い段階で会員に周知しておく

必要があることを実感しまし

た。今後の検討をお願いする次

第です。  

【ふりかえりより】 

・本日はトラップを設置した。

途中で焼酎が無くなりかけた

が、最後まで仕掛けることがで

きた。(新牛込(清)) 

７月２１（土）～２２日（日） 

昆虫調査とせせらぎ整備 

18：00～12：00 

◆参加者：静間、新牛込家（4

名）、冨永、杉尾家3名、古寺

家2名、平野家5名 計16名 

◆内容：今回は昨年よりは少な

いものの16名と多くの参加が

ありました。昨年のBBQは炭

が少なかったため今年は多め

に用意して、薪と合わせて使用

しました。いつも通り焼きそば

とお肉と野菜を用意していた

のですが、参加者の持参食材も

多く食べきれないほどで少し

時間を超過してBBQを終了。

その後は観察小屋で一般の宿

泊者と一緒にライトトラップ

です。21時頃には数名の留守

番を残して一般参加者を含め

た20数名で夜の昆虫ウォッチ

ングに出かけてカブトムシや

クワガタを捕獲、撮影会のよう

になり盛り上がりました。皆さ

ん夜の昆虫が意外と探しやす

いことを知って参考になった

ようです。その後、22時に宿

泊メンバー7名以外は小川さ

ん誘導の元、帰宅の途に着きま

した。20：30～22：00の約

1時間半で約30種類の昆虫を

撮影＆同定できました。その後

も天候が良すぎて夜空が明る

く、飛来する昆虫の種類も少な

めでした。また、一般宿泊者が

4組ほど見学に訪れましたの

で、夜の昆虫の探し方の紹介と

簡単なライトトラップの説明

をおこないました。深夜は2名

でトラップの見張り番をしつ

つ目立った昆虫を朝のために

採り置きして15種類ほどを集

めました。今年はカブトムシの

飛来がメス1頭のみで昆虫ウ

ォッチングで捕獲したオス1

頭を加えても2頭のみと少な

目でした。クワガタは、飛来が

ノコギリのメス1頭のみでし

たが、昆虫ウォッチングでヒラ

タのオス2頭とスジクワのオ

ス2頭の合計5頭を捕獲しまし

た。また、数年ぶりにウスバカ

ミキリの飛来もありましたが、

新しく昆虫リストに加わった

昆虫はいませんでした。蛾は相

変わらずの大量飛来でしたが、

今年は小藤先生が参加できな

かったため、同定は残念ながら

数種のみでした。2日目は朝5

時30分から、ここ数年の定番

となっている明け方のミルン

ヤンマ捕獲を楽しみにしてい

たのですが、大雨の影響があっ

たようで全くいませんでした。

早朝の同定作業はほぼ終了（計

38種）していたため、その後

は予定時間通り朝食、みんなで

前日の残り食材を入れた具沢

山うどんをすすりました。その

後はトラップ回収とルート観

察を行い、観察センターにてエ

アコンの中で同定作業に取り

掛かりました。トラップは、雨

が全く降らなかったことで発

酵がいまひとつで不作でした。

そのため、それほど時間もかか

らず同定終了し2日間合計で

52種同定となりました。なお、

新たにリストに加わったカニ

ムシはまるでサソリのようで、

見た瞬間は思わず「サソリ？」

と思ってしまったほどでした。

甲虫の種類は近年ではかなり

少ない状況でしたが、大雨とそ

の後の高い気温＆快晴が続い

たことで状況があまり良くな

かったようです。暑い中体調を

悪くする方もなく、ケガもなく

終了することができました。 

一方、カブトムシの森のせせ

らぎ整備については、22日の

朝から始めました。とても暑い

日だったので数十分おきに休

憩と水分補給をしながらのん

びりと活動しました。まず、水

辺を下流から上流までたどり

ながら草刈りや小径木の伐採

を行い、かなりすっきりした状

態になりました。沢の途中に大

きな倒木が流れをふさいでい

る箇所があり、倒木の撤去と枝

や枯葉などの掃除を行いまし

た。その後に下流の沢登開始地

点と上流地点の２か所に階段

を作成し、沢へのアプローチと

しました。子供たちに実際に下

流から上流まで登ってもらい

楽しかったと高評価を得るこ

とができました。 

【ふりかえりより】 
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・宿泊は初めてでした。今まで

で一番蛾とふれあえました。朝

食のうどんもおいしかったで

す。（古寺凪希） 

８月４日（土） 

ｶﾌﾞﾄﾑｼの森 昆虫調査 

せせらぎ整備 

９：３０～１５：００ 

◆参加者：鎌田、松雪家3名、国

広家2名、平野家5名、新牛込家

4名、鈴木（隆）、木下 計17

名 

◆内容：昆虫調査はトラップを

仕掛ける予定日と翌日が台風

の予報となったため、トラップ

の設置ができず、朝から午後ま

で昆虫採集となりました。今回

の参加は子供が多く、わいわい

がやがや楽しい雰囲気です。午

前中は昆虫採集をしながらカ

ブ森へ向かい、途中でバッタや

チョウ、アリジゴクなどを観察

してカブ森へ到着。カブ森では

昆虫の集まっている木の特徴

などを説明しながら草むらで

はバッタを中心に採集、クヌギ

は樹液の出ている木を中心に

回り、クワガタを3頭やカナブ

ンを発見しました。トンボは残

念ながら大雨の影響か見たら

ず。（せせらぎ班がサナエヤン

マ？を見つけたとのこと）その

後せせらぎ班といっしょにC

地区の東屋で昼食をとりまし

た。午後はせせらぎ班と合同で

水棲昆虫探しです。今回初の試

みだったのですが、案の定、見

つかりはするものの同定が難

しく、ヤンマ系のヤゴ3種とカ

ゲロウ系の幼虫については断

念しましたが、子供たちは小川

の中を歩き回ってサワガニや

アメンボ、魚の稚魚などを次々

に捕獲して楽しそうでした。今

年は大雨や高温、台風などの影

響があったのか、森全体として

昆虫は少な目で、同定種は全

26種とやや少ない結果となり

ましたが、これまで同定されて

いなかったウスバカマキリを

同定しました。予定通り15時

には終了。とても暑い中でした

が、皆さん無事何事もなく終了

できました。一方、せせらぎ整

備は、第一回の整備の続きで階

段整備と沢沿いの不要な草木

の除伐を行う予定で現場に入

りました。まず、前回の成果を

確認しながら子供達と沢を登

ったり下ったりして歩き安さ

などを確認し、寄付きを良くす

るための階段を作りました。午

後は昆虫調査班へ合流し、水遊

びと生きもの探しで楽しみま

した。せせらぎ整備は次年度も

続きます。 

【ふりかえりより】 

・多くの昆虫や水生生物がいてび

っくりしました。油山にはよく来

てますが生き物に目を向けたの

は始めてで孫と共に面白い体験

ができました。松雪（清） 

８月19日（土） 

森の工作教室（活動説明会） 

９：３０～１６：００ 

◆参加者：鎌田、川上、松雪、吉

田、林 計５名 

一般参加者：９組２７名 

◆内容：本日は、森会の活動を紹

介する活動説明会でした。昨年に

引き続き「インセクトホテル」を

作りました。はじめにレクチャー

ルームでオリエンテーション。今

日のめあてを「森を楽しみつく

す！」に設定しました。続いて鎌

田代表の案内でカブ森を散策。C

地区に隣接するスギ林と比較し

ながら、林縁部や落葉樹林の特徴、

そのような環境を維持する森会

の取り組みについてお話しまし

た。草地のバッタやチョウを間近

にして、子供たちは興奮気味でし

た。B地区でホテルの材料を収集

したのち休憩小屋に到着。制作の

説明の後、昼食としました。午後

はいよいよインセクトホテルの

制作に取り掛かります。まずはホ

テルの外壁をスギ板で組み立て

ます。基本の形はあるものの、み

なさん思い思いに組み替えたり

くずしたりしてオリジナルの形

を組み上げました。ネジ止めには

ある程度の握力が必要なため、小

学校低学年の子は保護者が手伝

っていました。１時間くらいで外

壁が組み上がると、次は内装です。

材料はカブ森で収集した枝や丸

太。そして鎌田代表と小川が事前

に四苦八苦して採集した竹。これ

らをノコギリで切ってゴシゴシ

ととにかく詰め込みます。ノコギ

リ作業も親子で楽しくされてい

ました。完成したら子供たちに感

想を聞きました。材料を詰めたり

ノコギリなどの道具を使うのが

楽しかったようです。最後は嬉し

いことに入会が１家族ありまし

た！最大の目的も達成して素晴

らしい活動説明会となりました。 

【ふりかえりより】 

・難易度、内容はちょうど良い。

参加者の手際もよく上手にでき

ていた。 
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「昆虫調査」 活動報告 
■天気が大荒れの 7月でした 

 今年 7月の昆虫調査では、例年通り夕方に集合し

恒例のバーベQからスタートしました。 

直前の大雨で開催も危ぶまれましたが何とか実施で

きました。 

今回は家族での参加が多く、和やかな雰囲気です。 

20：30にはカブ森へ移動して、宿泊者の団体へ簡単

なライトトラップの説明を行った後に全員で夜の昆

虫ウォッチングへ出かけました。天気が良くやや明

るかったこともあり、ライトトラップへの昆虫の集

まりは今一つでしたが、昆虫ウォッチングではカブ

トムシやクワガタムシを捕獲して即席の撮影会をす

るなどして子供たちは大はしゃぎでした。 

 

夜の昆虫ウォッチングのポイントとしては明るい

うちに樹皮が黒く湿っていて樹液が出ている木を探

しておき、暗くなりカブクワが活動する時間になっ

たらその木の幹に沿ってLEDライトを当てます。 

昆虫がいる場合は目が光りますので昼間よりも簡

単に見つけることができます。 

↓結構良型のヒラタクワガタで 62ｍｍほどを発

見！！ 

 

 

 

■台風でトラップ設置できず 

8月調査は7月末の台風でホイホイトラップの設

置ができませんでした。 

ということで午前中から全員で昆虫採集です。 

バッタとカマキリが多く見つかり、その中にはま

だ未同定だったウスバカマキリもいました。 

午後からはせせらぎ整備班も加わってみんなで一

緒に水棲昆虫を探しました。 

 

10 種類程度はトンボのヤゴやカワゲラ・カゲロ

ウの幼虫は発見するものの同定が難しく断念しまし

たが参加した子供たちはみんな川の中で涼し気に楽

しんでいました。 

ちょうど酷暑ということもあり、水棲昆虫ウォッ

チングは避暑もかねて来年以降も実施していきたい

と思います。 

 
 

2005年から開始した甲虫調査は今年で14年目

になりました。 

2013度からは「昆虫調査」として装いも新たに

カブ森の昆虫層を探り始めていますが、今年からさら

に水棲昆虫も追加され、充実してきた感じです。 
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「昆虫調査」 経年分析 
■カブトムシとクワガタムシの 1 回平均採集数 

 カブトムシは比較的安定して採集されていま

したが、今年度は 8 月調査でトラップ設置できず

参考値となりました。一時期減っていたクワガタ

ムシについては数が増えてきているようです。 

なお、2013 年からはトラップの数を 12 個⇒6

個へ減らしていますし 2013～2014 年はトラップ

荒らしがあったため、参考値となっています。 

 

増えてきたクワガタムシの種類別採集数は以

下のようになっています。 

 

その他に含まれるのはコクワガタ、ヒラタクワガ

タ、ネブトクワガタ、ミヤマクワガタとなります。 

主なクワガタムシはノコギリクワガタとスジクワ

ガタとなっていて、ここ数年は間伐した材木をカブ

トムシの森にある程度残してきたことも寄与してか、

スジクワガタが増加してきているようです。 

また、今年はヒラタクワガタも複数見つかり、大

きさも 60ｍｍ～65ｍｍとやや大きめでした。 

昨年に引き続きクワガタが多かったことから、産

卵場所の確保によりクワガタムシの数がさらに増え

てきたと考えてもよさそうです。 

さて、来年こそは未発見のクワガタやコガネムシ

も見つかることを期待したいと思います。 

 

 

■ その他の昆虫について 

今年度新たにカブトムシの森の昆虫リストに加

わった昆虫は以下の 3 種+1 です。 

 

・ マツモムシ 

・ シマアメンボ 

・ ウスバカマキリ 

・ カニムシ（↓昆虫ではないためオマケ） 

 

これで昆虫調査で同定された昆虫は合計で

225 種となりました。 

下の写真はその中の水棲昆虫のマツモムシにな

ります。 

水棲昆虫はかなりの種類見つかったものの確実

に同定することが難しいため、昆虫リストへ追加

するにも専門家の方に見ていただく必要があるよ

うです。 

 

 

引き続きカブトムシの森の昆虫リストを増やし

ていきたいと思いますのでご興味のある方がいら

っしゃいましたらまずは気軽に体験参加でも結構

ですので一緒に昆虫を探してみませんか。 

昆虫調査班はいつでもお待ちしています！ 

 

        昆虫調査世話役 

              新牛込 誠 
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油山のお仕事日記 

「シェフィールド大学」 

油山市民の森・自然観察指導員 小川真樹 
今回はイギリスの大学の調査に幸運にも同行させ

てもらったお仕事のお話しです。 

 

今年の 3 月頃、英国・シェフィールド大学の調査

に協力してほしいと千葉大学から電話がありました。

内容はよくわからないまま、面白そうだったので、

いいよと快諾。その後メールのやりとりで、どうや

らコブシ・ホオノキ・タムシバの生態を調査してい

ることが判明しました。英語翻訳サイトがずいぶん

役に立ちました。 

 

 4 月に２人の青年がセンターへ来訪。目当てのコ

ブシ・ホオノキ・タムシバがいっぱい生育している

所をご案内しました。コブシは県木の森から椿の森

のあたりを紹介。自生じゃなくて植栽だよ、という

説明を身振り手振りでがんばりました。どうやら、

植栽されたもの…Plant、自生のもの…Nature、で

良いようです。続いて登山道 B コースの途中にある

あずま屋から山笠の滝の方へ向かう道へ。この尾根

沿いにはタムシバがよく生えています。ちょうど花

が終わった頃でした。そのまま山笠の滝方面へ。番

号杭で言うと 87～89 番の道です。ここは激しい起

伏のあるコースでイギリスの２人の青年の口からは、

オゥとかワォとかいった言葉がもれていました。こ

こにはホオノキのまとまりがあります。４月の調査

は、生育場所の案内で終わりました。 

 

 そして８月。酷暑の日本に今度は学生と一緒に教

授先生も一緒にやってきました。今回はタムシバ生

育地を 15ｍ×2ｍの３つの区画に分けて、そこに生

育する幼木から成木をすべて記録するものでした。 

英：オガワサン、This？ 

お：アラカシだよ、あ・ら・か・し。 

英：オー・アラカースィ…English？ 

お：え？イングリッシュ？…（図鑑を検索）…… 

英：………… 

お：あー、あった、コーカス・グラウカ？ 

英：オー。Quercus glauca。…ワオ。 

外国の研究者はみなさん学名で理解されるのです。

スマホの電波も弱々しく、翻訳のために図鑑をその都

度開いて樹種名をやりとりしました。これはものすご

く大変な手間と苦労。現地の言葉で「分からない」と

いう名前の生きものが存在してても、仕方ないかな

あ。 

リレーコラム 

～緑のふるさと協力隊～ 

妹尾 英俊 

はじめましての

方ははじめまして、

お久しぶりの方は

お久しぶりです。 

森会会員の妹尾で

す。あれ、最近背

の高い眼鏡の学生

を見ないなと思わ

れている方もいら

っしゃるかもしれ

ません。実は私、今年の 4 月から 1 年間「緑のふる

さと協力隊」というボランティアとして愛知県にあ

る豊根村で活動をしております。どんな活動をして

いるのかというと、村の中で農作業や作物の収穫イ

ベントなどのお手伝いをさせていただきながら、農

山村での人々の暮らしを学ぶというものになります。

農作業以外にも、民宿のお手伝いや、製材工場で少

し作業を教わったり、活動外の時間には虫網をもっ

て野山を駆け回ったりなど本当にいろんなことをさ

せてもらっています。 

さて、ここ豊根村は村全体の面積に占める森林の

割合が 93％と数字上でも、周囲を見渡してもすぐ

わかるほどに緑に覆われています。その樹木の多く

は杉・檜といった常緑針葉樹となっています。クヌ

ギやコナラ、カシワといった落葉広葉樹はポツポツ

と生えてはいますが、群生しているところはあまり

ありません。なぜ針葉樹がこれだけ多いのかという

と、やはり戦後、家を建てるための材木需要で、い

ろんなところで植林し、それが安い輸入材の流通に

より売れなくなりそのまま残ってしまったようです。 

そこで、豊根村では間伐して得られた材を役立て

ようと、村内の観光施設や役場などに間伐材を用い

て作られたベンチを設置したり、村営住宅などで使

う材に間伐材を利用したり、間伐した後の土地にク

ヌギやコナラなどの苗を植える活動をしています。

そんな活動に私も参加させていただける機会が何度

かあり、森会で活動していて学んだ知識が何度も役

立ったこともあり、生の現場でしか知ることができ

ないようなことを学ぶこともあります。 

 まだ、たった 4 ヶ月しか経っていませんが自分の

中ではものすごく貴重な経験をしており、すごく成

長していると思っております。１年後には豊根村で

学んだことを活かしパワーアップして、再び森会に

お邪魔したいと思います！ 

-7- 



うん・えー会報告 
201８年６月２４日（日）９：３０－１２：００ 
司会：林  板書：鎌田 

出席：静間､川上､国広､榊､橋本､鈴木、平野５名 

                  計 1３名 

１．役割決定、資料確認 

２．４～６月 活動の特記事項 

（活動内容は会報 12６号参照） 

４/８(日) チルホール（手動式携帯ｳｲﾝﾁ）故障 

 メーカーに原因確認のうえ対応策を決定 

① 修理する 

② 同機能の新品を購入する 

③ 上位機能の機種を購入する 

５/６(日) 新五ヵ年計画は 2019 年 3 月のう

ん・えー会での最終決定を目標に計画を練る 

６/10(日) アカマツ林にてマダニ被害発生 

→右鎖骨付近に咬傷（付着）を発見し、病院

（皮膚科）にて処置（切除）を受けた 

 [対策]防ダニスプレー２種を新たに購入した 

    手首、首筋、足首からの侵入を防ぐ為 

    の服装に留意 

 ●咬傷を発見したら、潰さない様に注意して 

  そのまま速やかに皮膚科を受診すること 

 

３．７～９月 活動予定（会報 12６号参照） 

  ＜補足＞ 

  ９／23(日)安全講習会 内部講師で実施予定 

 

４．その他 

４-1  2018 年度会員登録状況 34 所帯・47 名 

４-2 2017 年度決算報告（承認） 

   収入 177,503  支出 276,835 

４-3 2018 年度予算案 （承認） 

   収入 180,000  支出 199,000 

４-4 会報 2018.6 月号（第 126 号）より、メ

ーリングリスト・ＰＤＦ版で送付する 

 

５．センター連絡事項 

5-1 8/11(土)「山の日」昼間に加え夜の散策を

計画（700 名予定）→森会に協力依頼 

5-2 高所作業を実施するグループが存在→今後

の打合せで協力に期待。双方にメリット有 

5-3 対外活動の日程 

・2019.1.11(金)柏陵高校環境科学コース研修 

・2019.1.13(土)三菱電機・冬の活動 

 

６．発送作業  

①会報第 126 号 ②2017 年度決算報告 

③2018 年度予算案 

活動予定（201８年 9 月～）   
★〈作業〉〈調査〉〈観察〉は小雨決行 

〈うん・えー会〉〈勉強会〉は雨天決行  

活動時間：9:30 集合 ～ 15:30 解散 

★荒天の場合はセンターまでお問い合わせください。 

★活動内容は、当日の参加人数、天候等によって変

更になる場合があります。 

★〈作業〉の標記のある日の服装は「森会スタイル」

（長袖、長ズボンで安全に作業ができる動きやす

い服装）でご参加ください。 必要な持ち物は 

いぼ付軍手・帽子・タオル・弁当・飲物・おやつ

筆記用具の他、必要に応じて着替え・雨具をご持

参ください。 

 

９月２３日（日）安全講習会 

森会活動(伐木・草刈り・自然観察など）での注

意すべきことや道具の使い方、対処法を皆で確

認し、実践しながら学びます。 

 

１０月７日（日）アカマツ林作業 

アカマツ林全域での萌芽枝や粗朶刈り、C～D 地

区で広葉樹の除間伐を行います。 

 

１０月１４日（日）ｶﾌﾞﾄﾑｼの森作業と植生調査 

カブトムシの森 A 地区を中心に除伐を行います。 

 

１１月３日（土）カブトムシの森作業 

カブトムシの森 A 地区で萌芽更新を視野に、榾木

を確保するため除間伐を行います。 

 

１１月１１日（日）アカマツ林作業 

D 地区にて広葉樹の除間伐を行います。 

 

１２月 8 日（土）うん･えー会と木工教室､成木調査 

うん・えー会 

９～11 月活動報告、12～３月活動予定、 

その他 

木工教室 

保全作業で出た木材を利用したクリスマス

の飾りを作成します。 

成木調査 

アカマツ成木の生育状態の確認を行います。 

 

********************************************* 
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